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菜のグラフィシクアート 臨検

日本のカヤモノリ科
このグループ。は，普通に見られる一般的な種類が多く，また，

熱;Mすから寒帯まで広く分布する。以前はカヤモノリ目としてま

とめられていたが，カヤモノリ目とともに，ナガマツモf=!，ウ

イキョウモ目を含む広義のシオミドロ目の使用が一般的になり，

科の階級として扱われる。カヤモノリ本|の特徴は，細胞あたり

1個の側壁性の葉緑体を持ち，葉緑体がl個の比較的大きなピ

レノイドを持つことである。多くの種は，配偶科、が大形で)J包子

体が小形の異形世代交代を行い，以前はこのような生活史の型

もこのグループの特徴とされていた。しかし，分子データと葉

緑体の特徴から，コモンブクロ科に分類されていたイワヒゲ，

ウツロイワヒゲ，キタイワ ヒゲがこのグループのメンバーであ

ることが明らかになり，この3種がおそらく同型|並代交代をす

ることから，生活史型の共通性はなくなった。カヤモノリ科の

外形は，分校・昔日分校，中空・中笑，円柱 ・蔚平などの形質が

組み合わさり，図にあるように多様である。属は，このよう右

藻体の外形と体構造の形質により定義されるが，分子系統と矛

盾する部分も多く，分類体系の変更が必要である。種のレベル

においては，ウスカワフクロノリ，カヤモノ リに複数種の存在

が示されている。異形世代交代をする種の胞子体は，数 111m

から数十 111111の糸状，総状または殻状体である。胞子体が単

子嚢のみを形成する種(ワタモ，カヤモノ リ，セイヨウハパノ

リなど)と単子撃に加え複子嚢を形成する臆(ムラチドリ，フ

クロノ リ，カゴメノ リなど)があり，この形質は分子系統とよ く

一致している。

(北海道大学大学院理学研究院 小亀一弘)

1. Chnoospora impLexa 1. Agardhムラチドリ(沖純県本部IIIJ)

2. Chnoospora l1Iinil11a (Hering) Papenfussボウガタムラチドリ (i'!'制県石塩鳥)

3目 Co/pomeniabullosa (Saund巴rs)Yallladaワタモ(北海道室i!l!I市)

4. Co/pomenia peregrina (Sauvageau) Hamelウスカワフクロノリ(北海道厚岸町)

5. Co/pol11enia sinuosa (Mert巴nsex Roth) D巴rbeset Solierフクロノリ(i'!1総県名護

市辺野古)

6. Colpomenia phaeodacり，laWynn巴etJ. N. Norrisホソクピワタモ (熊本県三角IHJ)
7. J-/ydrocLathrus cLathratus (c. Agarclh) HoweカゴメノリCi'iJtl市l県下EEJrlj)

8. J-/ycb町 lathrustenuis Ts巴nget Luホソカゴメノリ(沖制県石垣市竹富島)

9. Myelophycus caνus 1.壬Inakaet Chihara ウツロイワヒゲ(長崎県l(~:，:)制IJ)

10. Myelophycus simp/e.λ(Harv巴y)Pap巴nfussイワヒゲ(熊本県上島有明111]")

11. M必e/，ω0仰noωsi伊'phonintes叩η.叩 l仇iμs(σSa加u山山III吋lder凶叫sの)Wy卯nne児eキ夕イワヒゲゲ"(北海蹴)道益3芳茅f;部郡E臨E聞剖部矧1引如仰町111町H町的l町Jρ) 
lロ2. PetaLonia binghamiae (1. Agarclh) Vinogradova ハパノリ(北海道松前町白布III~III )

13. Petalonia fasciα(0. F. Muller) Kuntzeセイヨウノ、ノfノリ(青森県下北郡大II，ijIHJ)

14. Pela/onia zosterifo/ia (Reinke) Kuntzeホソノてノセイヨウノ、ノ{Jリ(北海道小綿1'11
忍路)

15. Scytosiphon canaliculatus (S巴tchellet Gardn巴r)Kogallleカヤモドキ(北海道小時

市忍路)

16. Scytosiphon tenellus Kogallleヒラカヤモ(北海道笠間市)

17. Scytosiphon gracilis Kogam巴ウスカヤモ(兵庫県淡路島)

18. Scytosiphon Lomentaria (Lyngbye) Linkカヤモノリ(北海道室開市)

19. Rosenvingea inrricatα(1. Ag加clh)Bφrgesenモサクダフクロ (/'1'前日リilうるま1'1)')

(すべて北海道大学大学院脱学研究|筑所蔵ppし築様本)




